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研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：資源保全学・資源保全学 
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１．研究計画の概要 
自然環境に対する人為インパクトの増大に

伴って、多くの生態系で生物多様性が低下し

つつある。本研究では、現存する個体が、数

十、あるいは数百個体にまで減少した種が集

中して分布し、生物保全が急務となっている

生物多様性ホットスポットとして、小笠原諸

島と阿蘇山系を調査サイトとして取り上げ

る。これらのサイトに残存する絶滅危惧植物

のうち 30 種について、すべての個体を対象

に遺伝子型を決定し、遺伝子型の包括的モニ

タリングに基づく新たな生物多様性保全の

アプローチを試みる。生育地に残存する種内

の全個体の遺伝子型を決定することを本研

究 で は ユ ビ キ タ ス ジ ェ ノ タ イ ピ ン グ

(ubiquitous genotyping)と呼ぶ。 
 ユビキタスジェノタイピングを行う事に

よって、絶滅危惧種の種内に保持されている

遺伝的多様性、遺伝構造、ジーンフロー、集

団の遺伝的分化、交配様式と近交弱勢の有無

等に関する評価を行う。また、ただ単一の種

を対象とするにとどまらず、地史的履歴の異

なる研究サイトに生育する、絶滅危惧状況、

生活史戦略、進化的履歴の異なる多数の種を

解析対象にする事により、生物多様性保全に

関してより一般的な理解を得ることを目的

とする。 
 
２．研究の進捗状況 

今回解析対象とした絶滅危惧種の大半は、

プロジェクト開始時には遺伝マーカーが存

在しない状態であったが、本プロジェクトに

よって、詳細な遺伝解析が可能なマイクロサ

テライトマーカーを開発することができた。

個体レベルの遺伝情報を明らかにしうるマ

ーカー開発が終了した種のうち、ハザクラキ

ブシ、ナガバキブシ、オオバシマムラサキ、

タブガシ、ハナシノブなどに関しては、論文

として公表し、保全のための遺伝解析を行う

に際して広く活用できる状態にした。 
個体レベルの生育位置の確認と､遺伝解析

用のサンプル採集に関しては、各種自然保護

団体の協力や情報を得つつ､順調に進めるこ

とができた。遺伝マーカーと全個体生育地情

報および、全個体サンプルの揃った種に関し

ては、ユビキタスジェノタイピングを行い、

各絶滅危惧種ごとの状況や、集団内・集団間
の遺伝構造、種分化のプロセス等を明らかに

することができた。それらの成果の中には、

野生個体とそれに由来する芽生え集団を対

象にユビキタスジェノタイピングを行った

結果、未発見の野生個体が存在することが予
測できたハザクラキブシのように、全個体遺

伝子型解析の絶滅危惧種保全への新たな応
用方法として注目に値するものもある。 

また、種間及びホットスポット間でメタ解

析を行う事により、阿蘇山系と小笠原諸島そ
れぞれに特有の遺伝構造を見出した事、特に

海洋島生態系における種分化過程が注目さ

れている小笠原諸島においては、小スケール

の地理的隔離が大きな遺伝的分化をもたら

していた事が、本プロジェクトの解析によっ

て明らかになった。これらの知見は、今後の

ホットスポット保全に関して有用な知見と

なりうるものと考える。 
フィールドにおける個体の生育状況を効

率よくモニタリングするために、ラジコンヘ
リを用いた探索も試みた。 
 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
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本課題は、(1)個体レベルの具体的な生育状

況調査、(2)遺伝マーカー（マイクロサテライ

ト）開発、(3)全個体サンプリング、(4)全個体

の遺伝子型決定、(5)各種遺伝解析と総合評価

の段階に従ってすすめるが、平成 22 年度ま

での予定である(1)~(4)のプロセスについて

は、上記の進捗状況にも示したように、順調

に進展しているといえる。 
 
４．今後の研究の推進方策 

最終年度である平成 23 年度は、フィール

ド調査において、採集が不十分であった絶滅

危惧種についてより完全なサンプリングと

遺伝解析を行うとともに、これまで得られた

情報をもとに、様々な生活史特性や進化的履

歴をもつ絶滅危惧種間、あるいは、異なった

地理的条件下におけるホットスポット間の

メタ解析を行う。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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